










































































































































































































































































































































































































































































































































































八 明治期の義利論の展開 素描 
本来、明治期の義利論を紹介することが課せられた責務であるが、資料整理が不十分なために、
論旨を的確に開示できないので、今は、見通しを述べて、寛恕を乞うことにしたい。 
幕末維新期に諸外国との通商条約を締結することになり、夷狄の商人と貿易を交わし利益を揚げ
ることが急務となった。尊王攘夷を主張する者は、頑なに商人国に陥落することを拒否したが、明
治期に文明開化が謡われると、彼等の大方は転向する。それに輪を掛けたのが西洋の功利主義の論
調である。一つはジョン・スチュアート・ミルの『利学正宗』である。もう一つはスマイルスの『西
国立志編』である。それに拍車をかけたのが福沢諭吉の『西洋事情』『学問ノススメ』『文明論之概
略』などである。其の外に西学の翻訳書が夥しく刊行された。近代化・富国強兵が国策として推進
されたから、今更、大橋訥菴流の商人国批判は景が薄くなった。それでいながら、儒學、特に朱子
の『白鹿洞書院掲示』に見られた「利を謀らず」という思考が、儒學者の意識をなかなか一新させ
なかった。 
そこに風穴を開けた一人が三島毅である。三島毅の義利論はその「義利合一論」に吐露されてい
る。明治政府に出仕して顕官となったという事蹟が三島の意識を一新させたともいえるが、その素
地を培ったものの一つが、その師山田方谷（１８０５－１８７７）の気生理（気は理を生ずる）説
である。この「気生理」説は『師門問辨録』に開示されている。これは王陽明の心即理を言い換え
た表現である。主体者である「心」を身体性に置き換えて「気」と措定した。抽象性・背理性が付
きまとう「心」という措辞を回避して、主体者を、今、此処に、身体的存在として実在する、他で
もない此の人こそが「理」を創造すると。この主体者は今や、朱子学が高唱した「利を謀らず」と
いうドグマに囚われることはない。その基盤の上に「義利合一論」が主張された。この三島毅の「義
利合一論」に刃向かった一人が、またしても並木栗水であった。三島毅は陽明学者、楠本碩水は朱
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子学。共に末義の私利に拘泥する並木栗水の対局に位置することは興味深い。言い換えるならば、
三島毅の「義利合一論」は朱子の義利論の本議を発展させた立論であったといっても過言ではない。
山田方谷晩年の弟子である岡本巍に「気運論」があるが、この気運は実践論では無くして社会認識
論である。貝原益軒は「気運漸開論」を述べていたが、岡本巍の「気運論」はこの気運漸開論の新
展開とでも言えようか。既成の定理に拘束されることを嫌った立論である。 
同時代の経済人に渋沢栄一がいる。この人の「論語と算盤」は著名である。『論語』には金儲けを
してはいけないと書いていない。と。 
しかし、明治大正の時代、功利主義＝利益追求を批判する論調が儒学者の間に基層低音として根
強くあった。その論調は、例えば東澤瀉が主幹した『陽明学』紙上で展開されている。以上の課題
については改めて論究することにしたい。 
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